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注 目 の 記 事

POINT 1

不確実性の増す事業環境下でも
自動車市場は回復

2020年はCOVID-19が世界を席巻、環
境規制の強化、地政学的な変化など
と相まって自動車業界を取り巻く事
業環境はますます不確実性を増してい
ますが、一時落ち込んだ自動車生産・
販売は各地で回復基調にあります。

POINT 2

CASE対応は着実に前進している

CASE対応は、サステナビリティへの配
慮と各種政策、規制の後押しもあり、
着実に前進しています。さまざまな実証
実験が各地で行われ、事業化が成功
している例も出始めています。

POINT 3

今後につながる取り組みの萌芽は
多数ある

通信インフラとソフトウェアの進化、
データ利活用と顧客提供価値の高度
化、商用車や物流MaaSの動向、環境
規制対応と電動化など、今度につなが
る取り組みの萌芽は多数あります。な
かでも、水素社会確立へ向けた取り組
みについては、サステナビリティの観点
からも、注目すべきです。

自動車業界2020年 
振り返りと今後の展望
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小見門 恵

2020年、自動車業界は新型コロナウイルス（以下「COVID-19」 
という）により大打撃を被りつつも、自動車が誕生して以来の大変

革、すなわちCASE（Connected：コネクティッド、Autonomous：自動
化、Sharing／Shared：シェアリング／シェアード、Electrification：電動
化）対応という自動車業界の大きな潮流は着実に前進しています。
コネクティッドでは、自動車のソフトウェアの重要性が増すなか、自動車
内外から生まれるデータの連携と利活用が加速。顧客へのサービス価値
増大に寄与すると同時に、セキュリティ上の懸念への対処も前進していま
す。自動化は世界各地で実証実験が実施され、日本では世界で初めて
自動運転レベル3の型式指定がなされました。シェアリング／シェアードに
関しては、コロナ禍における消費者選好の変化がカーシェアリングなどに
も影響を及ぼしています。観光MaaS（Mobility-as-a-Service）や地域
課題解決などの目的でさまざまな実証実験が行われ、オンデマンドバスな
ど一部サービスでは事業化の成功事例も出始めています。電動化の流れ
は加速し、水素社会確立に向けた動きも活発化しています。また、CASE
すべてに関係する取り組みとして物流MaaSや商用車は注目に値するで 
しょう。

小見門 恵
Megumu_Komikado
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Ⅰ

はじめに

自動車業界は、自動車が誕生して以
来の大きな変革期にあります。特に2020

年は激動の1年となりました。CASEの潮
流の先端を走っていると考えられている
Tesla社の時価総額がトヨタ自動車株
式会社（以下「トヨタ」という）を上回り、 
自動車メーカーで首位になったことは、将
来の自動車業界を考えるうえで大きな出
来事でした1。本稿では2020年1年間の主
だった動向を振り返り、2021年以降を展
望します。

Ⅱ

自動車業界、2020年の動向

2020年の自動車業界のスタートを切っ
たのは、1月初旬に開催されたCESでした。
このとき私たちは、トヨタが発表した「コ
ネクティッド・シティ（Woven City）」プロ 

ジェクト構想に大きな衝撃を受けました。
「コネクティッド・シティ」プロジェクトと
は、東富士工場跡地に2,000戸規模のコ
ネクティッド・シティを建設し、水素エネ
ルギーや自動運転技術などの活用のため
の実験場とするというものです。2021年に
着工する予定になっています2。

CESでは、他にも2020年がさらなる飛
躍の年になることを予感させる発表があり
ました。ソニー株式会社は、欧州系サプ
ライヤーなどと協力して製作した電気自
動車のコンセプト「VISION-S」を発表、自
動運転向け技術やエンターテイメント技
術を実装した試作車として大きな話題と
なりました 3。また、Daimler AG社傘下の
Mercedes Benz社はAVATAR社とのパート
ナーシップの下、サステナビリティに配慮
した自動運転電気自動車のコンセプトモ
デルを発表しています4。
しかしながら、COVID-19の世界的流行

によって自動車業界の事業環境は一変し
ました。COVID-19は、まず1月中旬以降
に中国で感染者が急増、感染は日韓へと

拡大しました。3月には、中国が抑制傾向
となる一方で、欧米で感染者数が中国を
上回るようになり、6～8月には中南米やイ
ンドで感染爆発を起こしています。9月以
降、欧米を中心に第2波、第3波が押し寄
せ、11月初旬には世界の感染者数が累計
5000万人を超え、死者数も125万人に達
しました。
これにより、一時は自動車の生産量・販

売量ともに前年を大きく下回る水準とな
り、自動車業界は多大な影響を被りまし
た。COVID-19の感染状況は、感染爆発
の程度や各国の政策に応じて地域ごとに
異なり、10月以降も各地で第2波、第3波
が押し寄せています。COVID-19の世界的

流行の行方は不確かですが、各地域の生
産および販売の前年同月比は、図表1～2

に示すとおり回復基調にあります。
また、CASE対応やサステナビリティと

いった自動車業界の大きな潮流も着実
に前進し続けています。KPMGが毎年行っ
ている自動車業界に関わる調査 5（以下、
GAES2020；16ページ）によると、2017年
以降、バッテリー式電気自動車、コネク
ティビティとデジタル化、燃料電池車、ハ
イブリッド車が主要トレンドとして定着し
ています。
ここからはこれらCASEの潮流に基づき、

主だった動きを見ていきます。

図表1 自動車の生産水準（前年同期比）
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図表2 自動車の販売水準（前年同期比）
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Ⅲ

着実に前進するCASE対応

1. コネクティッド

自動車にとって、ソフトウェアの重要性
はかつてないほど高まっています。特に、自
動車がさまざまなデータを生成し、インフ
ラなどと「つながり」、人流など他のデータ
（オルタナティブデータ）と組み合わせるこ
とによって利活用が進むことは、自動車会
社がモビリティサービス提供会社へと変
革し、顧客に対するサービス価値を高め
ていくうえできわめて重要です。
しかしながら、COVID-19対応を通じて、

あらためて日本はデジタル化にも、Society 

5.0の実現にも遅れていることが明らかとな
りました。こうした現状に危機感を抱いた
政府は7月、内閣府主導で「統合イノベー
ション戦略2020」6を策定しました。「統合
イノベーション戦略 2020」では、「新型コ
ロナウイルス感染症により直面する難局
への対応と持続的かつ強靭な社会・経済
構造の構築」を1つの柱としていることから、
Society 5.0を支える通信・データ基盤イ
ンフラ整備の推進が期待されます。係る
インフラ整備により、コネクティビティはさ
らに高まるものと思われます。
また、2019年から韓国や米国で始まっ

た5Gの商用サービスは、2020年にようや
く日本でも開始されました。5Gが今後普
及するにつれ、通信事業者と自動車メー
カーが協業して顧客向けにソリューション
を提供することが一層可能となります。さ
らに、次世代を意識した取り組みもすでに
出始めています7。
コネクティビティの進化により、ユー

ザーはOver-the -airで、たとえば自動車
のソフトウェアの追加購入やアップデー
トを通じ、オプション機能を後付けする
ことが可能となります。各メーカーは「xxx 

Connect」等の名称で、スマートフォンな
どを利用する顧客に対し、ドアロックな
ど車両の一部操作、ナビゲーション機能
利用、異常発生通知、緊急時対処などの

サービスを提供しています。EUでは、車対
車、車対インフラ、インフラ対インフラの
コミュニケーションに使われる協調型高
度道路情報システム（C-ITS）の基準の整
備も進められています8。
上述したように、コネクティビティは顧

客に対して利便性を提供しますが、その一
方でセキュリティ上の懸念も増加させま
す。インターネット接続されている車両や
その制御システムのハッキングを通じ、エ
ンジン、アクセル、ブレーキなどさまざまな
機能を制御することが可能となり得るから
です。そのため、こうした自動車サイバーセ
キュリティの脅威に対する規制やその取
り組みの標準化に向けた動きが世界中で
展開されています。国連欧州経済委員会
自動車基準調和世界フォーラム（UN/ECE 

WP29）では、車両の型式認証にサイバー
セキュリティの実装を求める規制案を策
定し、TF-CS/OTAタスクフォースはサイ
バーセキュリティ管理システム（CSMS）の
認証制度の運用および型式認証時の特
定車種に対するCSMSの適用を要件とし
て提案しています。これらの要件は、EUで
は2022年から義務化予定で、コネクティッ
ド車両を前提とした型式認証制度が始ま
ろうとしています。これと並行して、国際標
準化機構（ISO）でも車両のサイバーセキュ
リティ規格の策定が進められています（ISO/

SAE21434）9。
日本におけるコネクティビティに関して

特筆すべき取り組みとしては物流MaaSが
挙げられます。経済産業省は、2020年4月、
商用車業界として、1．トラックデータ連
携の仕組みの確立、2．見える化・混載に
よる輸配送効率化、3．電動商用車活用・
エネルギーマネジメントに係る検証の3つ
の方向性を示しました。そして、これらに
基づき6事業者を選定、現在、各種実証
実験が進められています10。

2. 自動化

GAES2020では、自動運転車が公道を
走るのは「2025年」と回答した自動車業

界のエグゼクティブは19%でしたが、これ
は前年度に比べて10%の減少となりまし
た。その一方で、「2030年」と答えたエグ
ゼクティブは5％増えて46％となりました。
この結果は、自動運転の実務上の課題
認識が高まっていることを示唆しています
（「GAES2020」33ページ）。
米国では、Google系のWaymo社がア

リゾナ州フェニックスで運転手のいない
自動運転ロボタクシーによるライドヘイリ
ング事業を10月に再開しました11。また、
General Motors社はCruise AVの増産を
支援するためにミシガン州の組立工場に
3. 5百万ドルを投資 12、Cruise社は自動
運転ロボタクシーの実証認可を得てサ
ンフランシスコにて実証実験を行う予定 

です13。
英国では、日産自動車株式会社（以下

「日産」という）がロンドンにて行われる自
動運転プロジェクトを主導し、シミュレー
ション、顧客体験、実地検証を組み合わ
せ、無人自動車の実用化に向けた取り組
みを始めました14。

2025年までに新車販売に占める自動
運転車の割合を半分に引き上げると報道
されている中国では15、百度が「アポロ計
画」でレベル 4の自動運転ロボタクシー、
自動運転ミニバス、バレーパーキングなど
の実証実験を16、滴滴出行が上海で自動
運転ロボタクシーの試験的サービスを開
始しています17。
日本では、2019年5月の道路運送車両

法の一部改正を受けて、2020年3月に自
動運行装置の保安基準が策定されました。
これに基づき2020年11月11日、本田技研
工業株式会社（以下「ホンダ」という）が世
界で初めて国土交通省からレベル3の型
式指定を取得、2020年度中に高速道路
本線上での渋滞時の自動運転を可能とす
る車両を発売する予定です18。

3. シェアリング／シェアード

COVID-19の世界的流行は、明らかに
消費者選好に大きな影響を与えています。
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KPMGが5月末から9月下旬にかけて実施
した消費者動向調査では、公共交通機関
利用に不安を覚える消費者は37%にのぼ
り、自家用車利用、徒歩や自転車利用に
安心を覚える消費者が増加しています（そ
れぞれ 25%、9%）19。このような変化は、
広まりつつあったカーシェアリングなどに
も影響を及ぼす可能性があります。また、
リモートワークの広がりを背景として、ワー
ケーションという新たな働き方が提唱さ
れるなど、サービスとしてのモビリティには
多様な目的達成の一助となることが期待
されています。
ただし、モビリティをサービスとして捉

えたときに、消費者の求めるサービスの形
は都市部と農村部ではまったく異なるも
のになるだろうと、自動車業界のエグゼク
ティブは考えています（「GAES2020」40ペー
ジ）。

MaaSに関して言えば、実に多くの事業
者が、世界中でエコシステムを形成してい
ます。日本では、経済産業省、国土交通省
によるスマートモビリティチャレンジの枠
組み20の内外で、観光MaaSなどをはじめ
とするさまざまな実証的取り組みが行われ
ています。特にオンデマンドバスについては、 
アイシン精機株式会社（以下「アイシン」 
という）が提供する「チョイソコ」などのよう
に、事業化が進んでいる事例も出始めま
した21。また、電動スクーターや電動自転
車、1人乗り電気自動車などのマイクロモ
ビリティも、コロナ禍での移動手段として、
その価値が再度見直されています。

2020年は、自動車のサブスクリプショ
ンサービスも拡大しました。トヨタはすで
に2019年からサービス提供を始めていま
した22が、ホンダは2020年1月23から、日
産は3月24からそれぞれサービスを開始し
ました。他にも、いくつかの事業者がサブ
スクリプションサービスを提供しています。
自動車の所有形態が多様化し、かつコロ
ナ禍で自動車保有の選好が高まるなか、
サブスクリプションサービスは今後も注目
するに値するでしょう。

4. 電動化

2030年、2040年時点のパワートレイ
ン技術の構成比に関しては、自動車業
界のエグゼクティブの認識が変化しま
した。GAES 2020の調査開始以来初め
て、内燃機関がバッテリー式電気自動
車に最大シェアの座を明け渡したので
す（「GAES2020」30ページ）。自動車メー
カーの技術的取り組みが規制当局により
左右されるとの見方が大勢を占めるなか
（「GAES2020」17ページ）、電動化の動き
は各国・地域のエネルギー政策とあわせ
た各種環境規制の強化などを背景に加
速されてきている感があります。ガソリンに
よる内燃機関のみの新車販売を将来禁止
する意向を示す国・地域も増えており25、
コロナ禍による販売の落ち込み時におい
ても電気自動車販売は堅調な伸びを示し
ています。
欧州では、多くの国・地域が電気自動

車購入に対しての税制上の優遇措置や購
入補助金などを設け、販売を後押ししてい
ます26。その結果、EUにおける2020年第3

四半期の電気自動車のマーケットシェア
は9.9%にのぼり、前年同期比3.3倍となり
ました27。
日本では近年、災害が多発しているこ

ともあり、被災時の電源確保に電気自動
車が活用され始めています。日産は横浜
市、山梨県、福井県など30超の地方自治
体と「災害連携協定」を締結、災害時の
電力供給源としてバッテリー式電気自動
車「リーフ」を活用することを約しました。ま
た、バーチャルパワープラント構築に向け
た実証事業に取り組む意向も発表して
います 28。トヨタと株式会社本田技術研
究所は燃料電池バスと、可搬型外部給
電器・可搬型バッテリーを組み合わせた
移動式発電・給電システムを構築、「いつ
でも・どこでも電気を届ける」実証実験を
2020年9月に開始しました29。
また、2020年は世界各地で燃料電池

車、水素活用の動きが活発化しました。
欧州では、7月にEU Hydrogen Strategyが

発表され、経済成長をもたらす重点投資
領域としてクリーンな水素製造を行って
いく計画が示されました30。中国でも9月
に、水素バリューチェーン全体を対象とし
て、燃料電池車の開発を促進する方針が
示され、2023年までの4年間に37,500～
60,000台の燃料電池車がマーケットに
出回ると想定されています31。
日本では、2017年12月に策定された水

素基本戦略の下、2050年を視野に水素
社会実現に向けた目指すべき姿や方向
性・ビジョン、実現に向けた行動計画が
示されています32。それを受けてトヨタは、
燃料電池車の共同開発や水素バリュー
チェーン推進協議会の設立など、燃料電
池や水素の活用に関連するさまざまな計
画を矢継ぎ早に発表しました33。2020年
7月には、中部電力株式会社と豊田通商
株式会社とともに、再生可能エネルギー
発電事業を推進する「トヨタグリーンエナ
ジー」を設立する34など、脱炭素化に向け
た取り組みを積極的に実行しています。

Ⅳ

2021年展望 
－まとめに代えて

2020年のCASEの潮流に関係する主な
動きをあらためて振り返ると、実にさまざま
な取り組みが行われていることが分かりま
す。2021年以降も、これらの取り組みは
加速し、既存サービスはさらに深化され、
新たなサービスも生まれるなど、ますます
盛んになるでしょう。
ここで今後の業界動向を左右するうえ

でキーワードを1つ挙げるとしたら、それは
「サステナビリティ」です。日本は 2050年
までに、中国は2060年までに、温暖化ガ
スをゼロにする目標を掲げています。米国
も、バイデン氏の下でパリ協定に復帰す
る見込みです。自動車業界はさまざまな業
界を巻き込んで脱炭素社会の実現に向
けて、新たな技術を追求しながら、人とモ
ノに関わる将来のモビリティの姿を模索
し続けていくことでしょう。
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最後に、2021年に特に注目しておくべき
論点として、各種データ利活用の高度化、
通信インフラと車載ソフトウェアの進化、
物流MaaS、電気自動車活用、水素社会
確立へ向けた取り組みを挙げます。これ
らは、ユーザー、顧客、住民志向で推進
されていく限り、将来スマートシティ、スー
パーシティの一部に実装されていくものと
考えます。

1  2020.7.1 「テスラ時価総額22兆円、ト
ヨタ超え自動車首位に」　

  https://www.nikkei.com/article/

DGXMZO61052180R00C20A7I00000/

2  2020.1.7 「トヨタ、「コネクティッド・シ
ティ」プロジェクトをCESで発表」　

  https://global.toyota/jp/newsroom/

corporate/31170943.html

3  2020.1.7-10　 「VISION-SをCES2020

にて発表」　
  https://www.sony.co.jp/SonyInfo/

vision-s/news.html#entry1

4  2020.1.7 「Inspired by the future: The 

VISION AVTR」
  https://media.daimler.com/

marsMediaSite/en/instance/ko/

Inspired-by-the-future-The-VISION-

AVTR.xhtml?oid=45295514

5  第 21回グローバル・オートモーティブ・
エグゼクティブ・サーベイ2020　

  https://home.kpmg/jp/ja/home/

insights/2020/11/automotive-

executive-survey-2020.html　
6  https://www8.cao.go.jp/cstp/

tougosenryaku/index.html

7  例えば、2020.10. 30　「トヨタ自動車
とKDDI、新たな業務資本提携に合意」

  https://global.toyota/jp/newsroom/

corporate/34209580.html

8  EUROPEAN COMMISSION

「COMMISSION DELEGATED 

REGULATION (EU) …/... of 13.3.2019 

supplementing Directive 2010/40/EU 

of the European Parliament and of the 

Council with regard to the deployment 

and operational use of cooperative 

intelligent transport systems」 
  https://eur-lex.europa.eu/resource.

html?uri=cellar:9a2fe08f-4580-

11e9-a8ed-01aa75ed71a1.0014.02/

DOC_1&format=PDF

9  https://home.kpmg/jp/ja/home/

services/advisory/risk-consulting/

cyber-security/cyber-strategy/auto-

csms.html

10  2020.7.21 「動き出すぞ「物流MaaS」！」　
  https://www.meti.go.jp/

press/2020/07/20200721003/ 

20200721003.html

11  2020.10. 8　「Waymo is opening its 

fully driverless service to the general 

public in Phoenix」　
  https://blog.waymo.com/2020/10/

waymo-is-opening-its-fully-driverless.

html?m=1

12  2020.10.22　「GM Invests $4.25M In 

Michigan For Cruise AV Production」　
  https://gmauthority.com/

blog/2020/10/gm-invests-4-25m-in-

michigan-for-cruise-av-production/

13  2020.10.16 「It �s Time To Drive 

Change」 
  https://medium.com/cruise/its-time-

to-drive-change-f447f27cb353

14  ServCity https://www.servcity.co.uk/

about

15  2020.11.11 「中国、新車販売の５０％
を自動運転に ２０２５年めど」

  https://www.sankei.com/world/

news/201111/wor2011110030-n1.

html 

16  Apollo https://apollo.auto/index.html

17  2020.6.27 「DiDi Robotaxi Service 

Begins Operation in Shanghai」 
  https://www.didiglobal.com/news/

newsDetail?id=923&type=news

18  2020.11.11　「自動運転レベル3 型式
指定を国土交通省から取得」　

  https://www.honda.co.jp/

news/2020/4201111.html、同　「世界
初！　自動運転車（レベル３）の型式
指定を行いました」　

  https://www.mlit.go.jp/report/press/

jidosha08_hh_003888.html

19  2020.11　「Responding to consumer 

trends in the new reality」 
  https://assets.kpmg/content/dam/

kpmg/xx/pdf/2020/11/consumers-

new-reality.pdf

20  2020.7. 31　「新しい地域MaaS創出
を推進！令和2年度スマートモビリティ
チャレンジの実証地域を選定しました」　

  https://www.meti.go.jp/

press/2020/07/20200731005/ 

20200731005.html

21  KPMGモビリティ研究所　「始まった
地方交通革命」

  https://assets.kpmg/content/

dam/kpmg/jp/pdf/2020/jp-rural-

transportation-revolution-begins.pdf

22  2018.11.1 「トヨタ自動車、クルマとの
新しい関係を提案する新サービスを開
始」

  https://global.toyota/jp/newsroom/

corporate/25168997.html

23  2020.1. 28 「最短1カ月から利用でき
る新たな月極定額モビリティサービス
「Honda Monthly Owner（ホンダ マンス
リー オーナー）」を中古車で開始」 

  https://www.honda.co.jp/news/2020/

c200128.html

24  2020.3.13 「日産自動車、インターネッ
トで新車を注文できる新しい定額利
用サービス 「NISSAN ClickMobi（クリッ
クモビ）」を開始」 

  https://global.nissannews.

com/ja-JP/releases/release-

0959fd61799e2fd4f17a9f2505000500-

200313-00-j
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25  ノルウェー、スウェーデン、オランダ、
ドイツ、英国、フランス、イスラエル、イ
ンド、中国、米国カリフォルニア州、カ
ナダケベック州など

26  European Automotive Manufacturers 

Association （以下、ACEA）　
「ELECTRIC VEHICLES: TAX BENEFITS 

& PURCHASE INCENTIVES」　
  https://www.acea.be/uploads/

publications/Electric_vehicles-Tax_

benefits_purchase_incentives_

European_Union_2020.pdf

27  2020.11.5　ACEA「Fuel types of new 

cars: petrol 47.5%, hybrids 12.4%, 

electric 9.9% market share third 

quarter 2020」　 

  https://www.acea.be/press-releases/

article/fuel-types-of-new-cars-petrol-

47.5-hybrids-12.4-electric-9.9-market-

share-t

28  2020.11.16 「分散型エネルギーリソー
スを活用したバーチャルパワープラン
ト構築に向けた経済産業省資源エネ
ルギー庁補助事業「VPP構築実証事
業」の実施について」 

  https://global.nissannews.

com/ja-JP/releases/release-

8b140a650fe9701f0480741b3e0f4edc-

201116-02-j

29  2020.8.31 「災害時の電力確保を目指
し、移動式発電・給電システムを構築
して電気を届ける実証実験を開始」

  https://global.toyota/jp/newsroom/

corporate/33598919.html

30  EU Hydrogen Strategy 

  https://ec.europa.eu/commission/

presscorner/detail/en/fs_20_1296

31  2020.10.1 S&P Global 「China �s new 

fuel cell vehicle subsidy policy focuses 

on whole value chain」 
  https://www.spglobal.com/platts/

en/market-insights/latest-news/

coal/100120-chinas-new-fuel-cell-

vehicle-subsidy-policy-focuses-on-

whole-value-chain

32  平成 29年12月 26日再生可能エネル
ギー・水素等関係閣僚会議「水素基本
戦略」

  https://www.meti.go.jp/

press/2017/12/20171226002/ 

20171226002-1.pdf

33  1月7日Woven City、2月3日船舶向け
燃料電池システム開発、3月6日「中部
圏水素利用協議会」立ち上げ、3月23

日日野自動車株式会社（以下、日野）
との燃料電池大型トラック共同開発、
6月5日中国における商用車用燃料電
池システムの研究開発会社設立、6月
15日定置式 FC発電機実証運転、8月
31日前述のホンダとの実証実験、9月
17日デンヨー株式会社と共同開発し
た燃料電池電源車実証開始、10月 6

日日野と北米で燃料電池大型トラッ
ク共同開発、同日ハイブリッド鉄道車
両（燃料電池）の試験車両開発、10月
13日燃料電池大型トラックの走行実
証 2022年春開始、10月14日「水素バ
リューチェーン推進協議会」設立など　

  https://global.toyota/jp/newsroom/

34  2020.4.3　「再生可能エネルギー発電
事業を推進する「トヨタグリーンエナ
ジー」を設立」　

  https://global.toyota/jp/newsroom/

corporate/32098053.html

本稿に関するご質問等は、 
以下の担当者までお願いいたします。

KPMGジャパン 自動車セクター

 Sector-Japan@jp.kpmg.com

関連情報

KPMGジャパン自動車セクター

ウェブサイトでは、インダストリー関連する情報を
紹介しています。

https://home.kpmg/jp/ja/home/
industries/automotive.html

© 2021 KPMG Consulting Co., Ltd., a company established under the Japan Companies Act and a member firm of the KPMG global organization of independent 
member firms affiliated with KPMG International Limited, a private English company limited by guarantee. All rights reserved.

https://www.acea.be/uploads/publications/Electric_vehicles-Tax_benefits_purchase_incentives_European_Union_2020.pdf
https://www.acea.be/uploads/publications/Electric_vehicles-Tax_benefits_purchase_incentives_European_Union_2020.pdf
https://www.acea.be/uploads/publications/Electric_vehicles-Tax_benefits_purchase_incentives_European_Union_2020.pdf
https://www.acea.be/uploads/publications/Electric_vehicles-Tax_benefits_purchase_incentives_European_Union_2020.pdf
https://www.acea.be/press-releases/article/fuel-types-of-new-cars-petrol-47.5-hybrids-12.4-electric-9.9-market-share-t
https://www.acea.be/press-releases/article/fuel-types-of-new-cars-petrol-47.5-hybrids-12.4-electric-9.9-market-share-t
https://www.acea.be/press-releases/article/fuel-types-of-new-cars-petrol-47.5-hybrids-12.4-electric-9.9-market-share-t
https://www.acea.be/press-releases/article/fuel-types-of-new-cars-petrol-47.5-hybrids-12.4-electric-9.9-market-share-t
https://global.nissannews.com/ja-JP/releases/release-8b140a650fe9701f0480741b3e0f4edc-201116-02-j
https://global.nissannews.com/ja-JP/releases/release-8b140a650fe9701f0480741b3e0f4edc-201116-02-j
https://global.nissannews.com/ja-JP/releases/release-8b140a650fe9701f0480741b3e0f4edc-201116-02-j
https://global.nissannews.com/ja-JP/releases/release-8b140a650fe9701f0480741b3e0f4edc-201116-02-j
https://global.toyota/jp/newsroom/corporate/33598919.html
https://global.toyota/jp/newsroom/corporate/33598919.html
https://ec.europa.eu/commission/presscorner/detail/en/fs_20_1296
https://ec.europa.eu/commission/presscorner/detail/en/fs_20_1296
https://www.spglobal.com/platts/en/market-insights/latest-news/coal/100120-chinas-new-fuel-cell-vehicle-subsidy-policy-focuses-on-whole-value-chain
https://www.spglobal.com/platts/en/market-insights/latest-news/coal/100120-chinas-new-fuel-cell-vehicle-subsidy-policy-focuses-on-whole-value-chain
https://www.spglobal.com/platts/en/market-insights/latest-news/coal/100120-chinas-new-fuel-cell-vehicle-subsidy-policy-focuses-on-whole-value-chain
https://www.spglobal.com/platts/en/market-insights/latest-news/coal/100120-chinas-new-fuel-cell-vehicle-subsidy-policy-focuses-on-whole-value-chain
https://www.spglobal.com/platts/en/market-insights/latest-news/coal/100120-chinas-new-fuel-cell-vehicle-subsidy-policy-focuses-on-whole-value-chain
https://www.meti.go.jp/press/2017/12/20171226002/20171226002-1.pdf
https://www.meti.go.jp/press/2017/12/20171226002/20171226002-1.pdf
https://www.meti.go.jp/press/2017/12/20171226002/20171226002-1.pdf
https://global.toyota/jp/newsroom/
https://global.toyota/jp/newsroom/corporate/32098053.html
https://global.toyota/jp/newsroom/corporate/32098053.html
mailto:Sector-Japan%40jp.kpmg.com?subject=
https://home.kpmg/jp/ja/home/industries/automotive.html
https://home.kpmg/jp/ja/home/industries/automotive.html


K
PM

G
 In

sig
h

t
Vo

l.46   Jan
. 2021

marketing@jp.kpmg.com

home.kpmg/jp

KPMGジャパン

FSCマークをこちらに入れてください。

home.kpmg/jp/socialmedia

https://twitter.com/KPMG_JP
https://www.linkedin.com/company/kpmg-jp/
https://www.facebook.com/KPMG.JP/
https://www.instagram.com/kpmgjp/
mailto:?subject=
http://home.kpmg/jp
http://home.kpmg/jp/socialmedia

	KPMG_v46_03_Focus 01_WEB用_表1.pdf
	KPMG_v46_03_Focus 01_web用.pdf
	KPMG_v46_表4_WEB用_1028.pdf

